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は市民に任と被

火災の増勢とめよう

ことしも火のこいしい季節にはいりました。消防本部は、

火災多発に備えて、 11月初日から12月 2.8まで、秋の火災

予防選重詰を展開、市民みまさんの火に対ナる浅草草を昭び起

して、この冬の火災発生号事前にふせごうとしていまナ。

消防本部の市内の火災統計では、ここ数年来の傾向であ

る火災発生件数の潜加は、ことしにはいつでもとまってお

らず、 ζの先厳護な欝戒が必要だということです。ただ、

いままでのところ〉発生件数の趨勢も軟認を示し、消失損

害額の霞では昨年より大きく下まわるという点で、防火へ

の絶望感はうずく、それだけに、今綴の火災予防運動は本
当の市民運動にしたいと考えられています。発生件数が多

くなコているのに損害額がナくなくなったということの原

因には、阜い通報など市民の協力とあいまって第一に、消

防力の売突があげられてよいといえましょう。しかし、 ζ

れとて決してほめられた状態だとはいえないはずです。予

防消防ということばがありますが、出して消ナより、出さ

ない注意と工夫こそ先決だ、とはずべての人がすでに京短

している道理です。まれには不可抗力の央火もありまナが

火事の大半は、火をナメタ報いか不注意が原因lこなってい

ます。火災予訪運動は消防本部のお祭り行事ではなく、も

えてはE酉る財産をおもちのみまさんの運動です。出火の責

任はみなさんにあり、その被害もまたみなさんが負うはず

のものです。火、寝室気、ガス、燃料、火あそび等々、との

運最期間中に、もゲ一度入念に安全を確認しておくべきで

す。この運動期街中、なぜ火災があるのかを、ばかばかし

くても、もう一度よく考えてください。なぜ火災があるの

か“「世帯、事業所がふえたから、火災発生件数も多くな

った」ですまされてよいものか、もちろんそれが事実では

ありまナヵヘだとナれはその事実がゆがんでいるのです。

まちのλロはまちがいなく、しかも，急激にふえていきま

す。このままいけば、やがて火事は平塚の花とうたわれる

ようにならないとも限りません。ここで行なう火災予防運

動;士、そのー渉手前で火災の溜勢をくいとbるために、絶

対的手段はなにかをえ bぶ機会であるといえまナ。
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b今月の主な記事<J I 
・大神清掃作業所し家三
工事着工、第 3間平塚 E

市産業まつり案内、旭小の校庭 E

拡袋、消防士募集など。 言

マ③ページ・富士見公民館、綴音 E
橋よ部工事など着工、中小企業言
に資金貸し出し中、 37年度第 2 歪

号追加更正予算の内容、基本選 E
事人名簿を公開中君主ど。 g

マ④ページ・農業共済の市移管完言
了、選管 9月 158現在の有権者言
数を発表、小沼マヒ・ジフテヮ E
ヤと主吉田せきの守ノ紡注射日程、 z 
明年度市県民税の戸別実態調査 E ー

のお願い、市税の納績など。 F'
マ⑤ベージ・教育主主員会発足10潟 E
年記念式典、会頭PTA穴会、 ~ }II 
名木古木の諮王量、心底ごと相談 2

室、広報特派員など。-長
マ⑤A ジ・信用保障料の祷助、 E 
密造鴻をなくそう、国民金融公 i 雄
践で事業資金利用のおすす岳、 三一

相談室、推計人口、新平塚風土三
砲、神奈川海区漁業費電整委の遺言
帯人名簿公開など。
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大
野
中
金
地
中
に
は
特
別
別
教
室

広報紙前月号で一都知知らせしましたよう路、き舎の 9 Jil市談会定例

会で#年度鰐 2号の追加箆蕊予算が波立、一般会昔?に9679方向、競輪

穫量童特別会計に 2億614吉方向を持豊富聾したほか、 10月 16臼に市へ移管と

なった際業共済事畿会計を新設、これに 798方向を新規昔十よしまし

たe との結祭37年度における一般会計の予算総額は13億9897万円、鏡

検事業特別会計の予算総額は12億8650方向となり、一般特ílU余会計を

合算した総体予算額は37鐙生392万円に逮しました。

マ教官奇襲槌普高岳中学校怒辞著書聖に

850万円を追加。会旭中学校将

殿教室整備(冒U項に説明〕と、

浜E百中学校校庭スタンド延長

110t1の新設工事など。

マ社会福秘書聖礎係ー須賀保脅草月増

書草木造平家 188 平方以の工事費

に今回92方向を溶加、とれで同

工事費は 259 万円になりまし

た。

マ産業経済費関係鑑①土沢重量協有

線放送事業補助金に 1211 万円

〈うち市鶴勧分210万円入②家

醤家きんの糞尿処理施設設蜜徳

助金として 609 万円(うち市繍

助分406万円(熊費203方向〉を

計上。

マ財産聖堂関係・旭小学校校地買収

費として自07 万円を昔1 としまし

た。(内容別頃に説明〉

内向日I角....，，'_'......'\，日札、即 日

古河電工一一小松

電子工業部を舗装
叩由'由岳町M 甲山!向長同町、

f 勺今期、市税の密
一般会計L '--"'..J然増収分〈回定

資議税1947万円市民税532万円、

電気ガス税 50!万円〉のほか、箇

と熊の支出金1078万円、競輪事業

収益熔収分5083方向などを主本財

需要として、 9679方向を績額しまし

た。議額予算の主主内容は次のと

おりです。

マ消防重量関係 a 火の鬼平ぐら建設

に62方向を追加・第14分節(城

島)と第17分ffi(宮沢)に各 1

基あて新設。

マ土木重量関係.(主縫の新設改惨ヱ

事畿に715方向をi畠加'"金問 111

新観音燭上部線設工事p.c橋

rtJ 6 t1延長5611と、寺田組織

(金田〉永久檎巾 6 t1延長 6 れ

の改修工事を行泣います。②選

路改良費に371万円を追加…小

熊皐回線〈土獲〉砂利送付J6.5t1

延長 200灯、神間重聾協前進路砂

利道巾6.5t1、延長270>1、大野

地区道路砂利選巾ι5H，"，長170

討を改良しまナe ③都市計図街

路盤辞書繋に660万円をi畠加 υ 平

塚海岸伊勢原線(花水小西垣!ゆ

ら遊歩道路飽〕巾 121:.1延長 200

t1を鋪霊童、須賀春防前線線街路

鍛装巾 8t1延長 251t1" 馬入 1
号線踏切り設匿負担金など、@

下水道新設に200万円を滋00" ・

市街地に延長官lOHの道路側溝

を新設、⑤工業部地整備援に

700 方向を追加・…・東浅間大島

線〈バイロット前の延長一大野

地区内) rtJl2.t1延長60H砲の街

路築造と、八橋工業主君主由主号線

〈古f時議工前一小松富華子工業隠)

巾 8M延 850Mの額装工事を行

本います。⑤戦災土地区麗慈滋

事業負担金今年度分に1000方向

を追加、とれで照負担金は今年

競輪収益 2 i;意台へ

2 カ年計@

-1 v競輪事業費関
'-刊〆""~"'_I 係・ 4-8月

までの市営童話輸が臆調君主売り上

げををみせたため、とれにとも

なう必嬰経資と、一般会計への

練習ほi し額を追加計上し 2億

614号方向を潜喜重しました。との

結謀、競輪事業会計の予算額は

一般会計に次ぐ12鰭8650万円台

に逮し、これから上がる収益分

として、一般会計の建設的経授

の宿源にまわす繰り出し金の予

算は 2億百32 万円にのぼりまし

?と.

て7鮪弱水道事業費関係争 8月の追

加更正予算で、吉沢地区簡易水

道新設工事を本年度内に行なう

こととして予算計上しました

が、協と県の補助金交付が今明

年度にまたがるととになったた

め、施工を 2 カ年計閣に変更、

来年度施行と本った事幾分 419

万円を減額しました。

善努市選挙管理委長会は昔Ji 15 日夜夜で行なった調
査をもとにあたらしいま毒本選挙人名簿をつくり
これを 11月 5 おから 19B までー殺に公開してい

る。時間は毎日午前器時30分~午後 5 時。
つでも、この名簿にのっていないと

投主要できない。まちがいや登録もれは公跨期間
中に取し出ることができる。
惨公開場所i土、議事堂内選管事務局と各支所。出
張所の窓口。名簿は 12月 20 臼確定し、のち 1 ヵ

年間使う。来年の地方選にも使うことになる。



済

前
例
の

広
報
紙
部
号
で
報
告
し
た
農
業
共
演
事
業
の
市
移
管
は
、
農
業
災
害
補
償
法
に
も
と
づ

く
県
知
事
の
認
可
が
、
十
月
十
一
日
付
認
可
、
間
十
六
日
告
宗
と
な
っ
た
た
培
、
当
初

の
予
定
よ
り
一
日
ず
れ
十
月
十
六
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
市
は
こ
れ
よ
り
先
、
薦
、

策
、
金
回
一
一
一
醐
開
業
共
済
組
合
主
和
協
議
を
完
了
、
九
月
議
会
で
農
業
共
済
特
別
会
計
(

初
年
度
七
百
九
十
八
万
向
〉
を
新
設
、
さ
ら
に
十
月
一
円
付
で
平
塚
市
農
業
共
済
条
例

を
公
布
す
る
注
ど
諸
準
備
を
と
と
の
え
移
告
の
行
な
わ
れ
た
十
月
十
六
回
、
農
業
共
済

条
例
施
行
規
則
を
制
制
慾
す
る
と
問
時
に
、
こ
の
事
業
を
運
営
す
る
た
め
の
事
務
機
構
を

設
け
、
郎
官
事
務
の
取
り
扱
い
ぞ
間
開
始
し
ま
し
た
。
援
業
共
済
事
務
は
、
今
後
鐙
産
相
酔

態
業
共
演
係
部
担
当
レ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
前
記
三
箆
業
共
済
組
合
は
共
済
事
業
を
停
止
、
十
一
月
三
十
回
を
賛
且

E

F

開
問
問
問
問

γ
期
限
、
関
部
三
月
二
十
八
百
壱
清
算
兜

γ
期
磁
と
し
て
、
清
算
事
務
に
は
い

り
ま
し
た
。
同
総
合
は
賀
径
規
騎
腕

γ
後
一
一
カ
月
を
お
い
た
明
年
一
月
二
十
九
日
解
散

総
会
を
ひ
ら
哲
郎
日
清
算
議
晶
闘
を
選
出
し
て
発
展
的
に
解
体
さ
れ
る
予
定
で
す
。

自
治
省
提
供
@
公
明
選
挙
放
送
替

組
み
を
お
き
嘗
く
だ
さ
い
。
毎
逓

白
鶴
自
の
務iE
-
-

智
ラ
ジ4
d「
み
ん
な
の
広
場
」
ニ

ッ
ポ
ン
波
法
徳
選
百
積
百
額
八
時

二
十
分
か
ら
・
第
一
週
私
の
提
案

籍
、
第
二
週
夢
声
の
提
案
籍
、
第

一
一
一
一
週
メ
イ
コ
の
捜
索
箱
、
欝
四
週

森
揮
の
提
察
籍
。

軍
-
7レ
巳
「
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
あ
の

ま
ち
こ
の
ま
ち
」N
T
可
③
毎
遊

日
間
岨
官
報
八
時
四
十
五
分
か
ら
。

マヒ 19 日から

ジフテリヤと官隠せき接種的%

22 段に武道場で最後の日緩

-お階庫署(市渓税が女自等蜜]の人) 1 
[Q] 65問、市民税課税通知書か領収

奮をお持ちください。

-0時事麗(生活保護を受けている人

〉無斜、保護通知書書などを持参く

ださい@

吹雪予防注射巡額臼緩 … 

II月 19日 a 金自小学校、こと摩むJ、学校

H 20 臼・城島公民銭鐙回公民館

グ 21B' 筒締出張所 金沼会民官官

11 22臼@旭公民館宮沢小学校

1 1I 1 1I 1 1I1I1iI 1 1I1I1I 11 1!1I ililllllllll! 日 !lflillilllllllillllillllllllill l! II!1111

昭和37年度の回定資産税と都市計額税は、今月支払ってい

税
務
課
は
、
明
年
度
市
県
民
税
の
操
指mr
準

織
の
た
め
、
今
月
か
ら
戸
別
実
態
関
嚢
を

は
じ
め
ま
す
.
税
務
懇
崩
障
が
金
ご
家
庭
畿

訪
問
し
て
家
族
構
成
、
職
業
、
勤
務
先
、

所
得
の
穫
祭
な
ど
を
お
き
き
し
ま
す
か

ら
、
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
お
答
え
く
だ

E

、
。

I
E
L
 

こ
の
議
官
躍
は
、
み
な
吉
ん
か
ら
来
年
三
月

こ
+
臣
家
で
に
出
し
て
い
た
だ
く
三
十
八

年
度
の
市
県
民
税
の
申
告
に
関
連
し
て
露

宴
な
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

今
丹
は
主
に
、
平
塚
、
平
塚
新
宿
、
須

紫
、
篤
入
、
海
岸
方
諸
査
対
象
に
行
な
う

計
蔚
で
す
。
議
査
員
は
、
必
ず
市
験
開
闘
と

し
て
の
身
分
註
顎
骨
骨
壷
も
っ
て
い
家
す
か

ら
、
ご
不
替
の
あ
る
と
曹
は
提
示
畳
求
め

て
く
だ
さ
い
。

:370向田

清潔にしてください。

x x x 
衛生諜は10月 17白、ジフチリヤと首

臼せきの予防注射第 3 回目の巡回終

了しました。今草耳予紡注射では対象

となる子日731名に対して2580名 (66

グ 26白・大野小学校神田保育所! .15%) が援麓を妥けました。

グ 27B ・中原公民書官 花水公民館! これに対して衛生課では約30%強

グ 28B' 見的合武道場… 1151名の子が接種もれになり、ジブ

H 29臼・須賀公民館 松原公民館 j テリヤと留日せきに無防鰭な状態に

# 3古田・見附台武道場 ・ |おかれた ι して、とくに次の自に限

各会場とも午後 1 時30分叫 3 時 I D 特別接種苦行な5 ことを嘗めまし

女注意・①緩種当日とその笠宮はは|た。来接種の子は必ずおつれくださ

げしい運動や入者主などをざけるζ; い。

と。②軽い問所反応があらわれる i 官とき・ 11月 12B後 1 時30分~3 時 l
E とがあ哲ますが 2~3 日中に注 i 官会場間合法道場 | 
おむまナ。③接喜重を受けたか所は|

ただく第 4 期分でおわりとなります。最後の納期です。

11月 30 日までに納めてください。月末は窓口がこみあって

ご迷惑をおかけしますので、お早めにおすませください。

なお、税務課では、毎月の例にならい、次の 8 1'呈で納税窓

ロを出張します。時間は午前官時~午後 4 侍まで。

'17 11丹 278 (火)…鈴訪問T会籍、豊原公民館、消防第 I 分節

庁食、平援護般協会。

マ11Jil 28箆(水〉…花水会館、花水公民館、海持地露軍慰金会

館、 3障防第2分間庁重量。

マ llJ苦 29民〈木〉…翁草壁公民籍、タ高島ケ丘母子索、漁業協i笥

総合、消紛第5分E語庁舎、松際公民館。
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?!:iiiii!;ili!iii? 自信をもたぜてりたい iiiiPH司
ili11iii壁ょ;;?iii I6 年生が共学ずる学級 iiiH!?ii! 
Z 号習室 EJ こ宍主号事完互主;一一一一子山十.，一 二 J で京じ主主毒事長 芝 3zi
令し叫戸時門店: 岳会小 .JL--r:~f-í- 1一一… 量品鶴美ECF 為手 i

、しFjJJ遺ての 何事 2 1司自工 ム一一持日早手記 ZFE
損持母;iifJぷ{五 有?百議場私r 出如諸問i
i;iiiii号ii:tdW 瞬間島嘉兵j?iii!?;i 言

明弘司会長主主主主 i 陣 形宥翻輪 32諮問語jFに一一~(て い のほ; 煽酔ゐ費量弘、 ~y L.lLJLJf i'il" 事醐的機 k岩崎F岨~Ir c.. 7o.)~Ta:>~ fL) お

官主計三EW主計: 阜市/ン勾どうご悶噛 ;2255認可 j 弘

臨時三錯誤: 民生 d都関樺 :fiZ15pjzg
ifi右足?ii t; … !?-1-U1:TY--1ijJ !:::!\!;;iii!?1 ]…

25塁王将黙FZF3誌を2355i ミ iiE警許214iipi手 2255
;iiiiE5TfiiifiiijiajtEさき 05駐車計地A 照
明記522i112i!iiii!iiitiiii11:;::iii

(毎月 2 思〉

Oだれにも言え 欄も』輔調噌
ないあなたの悩 M 守 ちぬ

み、心配ごとをは ;1ﾎﾍ 
そっと訴えてい援基恥 品f

fこだく。 関脇... .f.l 
とき・毎月第 l 態綴幾重量I ,__. 

3 月曜 9ß寺~15待
ところ・...... 福祉事務所応接室

相談員‘ー一 婦人民生委員ほか
格談内容・王手のうえ・健康・家庭

・住活・毅業・結婚・生活・教育
その他精神的経済的問題なんでも

10 臼

昭
和
二
十
七
年
十
一
月
平
塚
市
教
青
委
員
会
が
発
定
し
て
か
ら
こ
と
し
で
満
十
年
、
市
教
育
委
員
会
は

ζ
れ
を
記
念
し
て
、
十
二
月
八
日
午
後
二
時
か
ら
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ

i

ル
に
「
教
委
発
足
十
隠
恒
記
念

式
典
」
を
単
行
し
ま
ナ
。
第
)
一
部
式
典
園
第
二
部
芸
能
発
表
か
ら
な
り
、
教
青
関
係
者
多
数
を
招
く

予
定
。
同
時
に
、
回
泣
く
本
市
の
教
湾
に
つ
く
し
却
一
種
が
と
く
に
鋭
若
な
人
お
よ
び
閉
山
体
を
選

U
、
こ
れ

を
表
彰
ナ
ペ
く
、
い
ま
選
考
を
す
ず
め
て
い
ま
ナ
。

と

?ぅ、vつらひ報

~
と

山
}
」

を
と
も
に

名
木
を
調
査
議
事
笠
前
庭
の
く
ナ
の
木
、
馬
入
神
査
に
の
品
川
し
ま
ナ
が
、
み
な
さ
ん

明
神
社
前
の
大
い
ち
よ
う
な
ど
が
一
の
協
力
も
ぜ
ひ
の
ぞ
ま
れ
る
わ
け
で

1

文
化
財
保
護
委
で
1

般
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
ん
ど
の
も
し
該
当
の
木
を
ど
存
知
の
場
合
は

市
交
信
財
保
護
委
員
会
は
、
市
内
の
調
査
で
は
市
内
寺
取
を
対
象
と
し
、
次
へ
ど
連
絡
号
い
た
だ
く
よ
う
の
ぞ

震
史
よ
、
学
術
上
倒
僚
の
た
か
い
名
古
木
、
ゆ
い
し
よ
あ
あ
木
、
め
ず
ら
ま
れ
て
い
ま
す
。

木
を
品
川
査
し
そ
の
自
録
を
つ
く
る
こ
し
い
木
、
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い

と
を
き
め
ま
し
た
。
い
ま
ま
で
も
、
る
木
な
ど
、
公
私
の
も
の
を
と
わ
ず

古
木
と
し
て
は
「
ど
り
ょ
う
さ
ん
」
7
A
て
調
A
る
こ
と
に
し
て
い
ま
ナ

の
木
、
ゆ
か
り
の
あ
る
市
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
交
化
財
保
護
委
で
も
吋

連
絡
先
・
平
塚
新
宿
一
四
九
平
塚

市
教
育
研
究
所
ハ
教
委
内
竜
一

三
五
O
V

註z羽

位記官



め地方自治にも貢献す一る処が多

かったが昭和 4 佳 8 月 72歳で罪毒

殺した。最終E今は「声たるみし

ておろしけり援げ雲雀j

F~弟は綴る多かった。代表的

~ : ね泉と句碑 |なものに小泉渡洋(下島)高裂
'-J "1 高月〔筒〉新倉松臣室〔四之官室〉

~ ，故石川秋月〈向〉故山口葉月(

i 高 媛 澈t {ﾍ: !平塚新宿〉等があり、滋洋が縫
l i されて番震活二世主を継ぎ今日に

( 平塚市下鳥山梨根~氏の書誌の 1 至っている。

前に板府!Ii石の句碑が建ってい| 陸軍大将改山製半造氏は翁の
る。 E号の童笹交岩吉翁のもので r' 令弟であった。人翁に伺ってそ

花i次露さりとて!i1\もなかむけ担 l の出世を讃えると「まだまだ人
。若泉J と彫ってある。，鵠としては名前のように半僧〈

らんまんと咲きみだれている!半造〕ですよJ と笑っていたと

桜の花が嵐もないのに吹雪のよ;いう。日盟説な苦言には逸話が多く

うに散っている場面の時で表現 i 残されている。
のおもしろい作である。 翁の家は先年全焼し惜しくも

議は下島村の言語封家山裂安兵 li震イ十のすAてを烏有にした。い

衛の長男として安政 5 年 (1858 :ま自今什数勾をあっ出てことに犠

)に生まれ青年の頃遼件i流の掃!せる。
部こ習熟し番密屑若芸員と号した i 騒ひ申す鋒ひ侯へや犯の宴
。のち隊塚小嶺村のf非人箆亭主}長鳴きや気まかせにするg運び

甫(代議士放煽井準議也生と〕に l 宿直りて何を瀦ふ娃か君主

師事、次いで自信立庵寿道・松工真!日現り続く陽をほめて取る国車哉

.学山の三郎に従って俳諮を学 i1掌臥た様に飛ぴけ D秋の蝶

び明治大IEを通じて相撲俳澄の}夜は王年の誌から澄みて重苦の音

咋'1手存在Eとされていた。傍ら永日露の畿夜つもりで誌の花

く城島村長 e 中君店会議員等を勤三賂の講義盟主lすけり椅の宿

用
保
科
を
補
助

中
小
企
業
払
い
込
み
額
の
二
分
の

ーシなこきい.るたいで暮い二た続まがてつ ・ 2室
度プいのった鷲のるはして人がとしぼて.関 で

人口総数 山49 I 繁喜宅言誌を霊て長雲氏重量苦言ぺ sfL:0・:号嬢轍 I
世常総数 民，捌 j 苦宅す学つろしとかへまはめ嫁四家つ通す私怠欝鰭寵し

:c どが佼たあたのわ行ナ四にぎ人庭休続がは畏緩1=磯，
m 波面韓 67 ,88Km2 !ι 争、内そや。様恩つ。人出、ではむで、と際際務韓護霊カミ

i がつ授でうふ母子って家でて児し母よは二の刷醸駒灘，v
人口密度 1 ,718 I あて件はでやがをて .~ '57，l:学受知機援護襲ス

i り食で護軍す完工事関お 鍋輔轄畿嬢惨 「い耳耳 ([j ò 十← t;;) 
前月比割増 剖 j ま A はみ。の入かり 鐘欝欝駐担当也 L のに議 霊堂開ニ
人口・社会則自然増田 j ナ物キをまでにせま 欝整骨治識なでは ff ~知繋ま

I 0 ぞヤした、商たし 欝議恥謝童顔F 担すいで 者自所誉?
本庁 72 ， 704 C世帯 17 ， 518) i 駿 I Æ竜際観E調i ザ

大野 21 ， 0田(" 4,502) I て芝との万ずい二 、努事議議鶏緩~Iぐ は・…...お壱ナ ζ イ」
!院や曜がこが。考そ 騒動静噌綴酔幣 い i 指 i 麟持のれ 1 7'

1ii:;2;;;31:!?;iE説話Itz;djf; 日23 の中
l 金問問〈 H 428〉|要量主ぷ守在学 2T 雪学わ援 fg 君 V' 主主字星雲義男ぎ
l 地 4 ,353 ( IJ 8砧i I 溝口害警dT 智正室主主干 3H 問。齢者予年
土択 3 ，805 (" 6却) 1:泉。では合だ家 A てるりぜや供いえでだぬ 方てあ
金箆 4，442{JF 793〉|;記 認癌うけ置主君、ののんらのるるもけ乏 法第り

~正 め主主ことので良で意。主主考の親子でれ を臨ま
-10月 2 日現在一

酒
類
の
密
造
は
年
々
へ
つ

て
は
い
る
が
、
そ
の
態
調
国

ば
模
つ
よ
い
。
平
塚
税
務

署
は
、
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
が
全
国
的
主
密
造
シ
ー

ズ
ン
に
な
る
の
て
、
と
く

に
市
民
の
協
力
を
求
め
て

撲
滅
を
は
か
ろ
う
と
し
て

い
る
。
ヤ
ミ
酒
、
密
造
酒

は
メ
チ
1

ル
な
ど
ぞ
ふ
く

み
人
体
に
有
害
で
あ
り
、

そ
の
製
造
過
程
も
非
衝
窓

だ
。
つ
く
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
開
闘
っ
た
p

、
も
ら

っ
て
飲
む
こ
と
も
処
罰
の

対
象
に
な
る
。
よJ、
注
意

し
た
い
も
の
だ
。

X 

期間一 3 iJ if-程度・返済方法…月斌

f宗主正人…一ヱ名以上を必要とします

担保…100万円以下の場合は原則と

して必要としません。(潟こに諜)

貸付対象……・・事業資金が必要な方

貸出限度……・・個人・ 1.00万円以内

H …H ・ H 法人・ 200万円以内

利率一年 g 歩(日歩 2 銭 4 厘 8 毛)


